
 

 

上野三碑 ユネスコ「世界の記憶」登録一周年記念講演会 

「上野三碑に刻まれた東アジアと古代社会」 
 

日  時 平成３０年１１月３日（土・祝） 

開演 13：30（開場 13：00） 終了 15：00 

会  場 吉井文化会館小ホール（高崎市吉井町吉井２８５番地２） 

講  師 三上喜孝 先生（国立歴史民俗博物館教授） 

参 加 費 無 料 

定  員 先着 200 人 

申 込 み 事前申込みは不要です。当日直接会場へお越し下さい。 

駐 車 場 吉井郷土資料館駐車場、南側けやき広場駐車場をご利用下さい。 

講演概要： 

 

【問い合わせ先】 

高崎市文化財保護課 電話 ０２７－３２１－１２９２ 

吉井郷土資料館   電話 ０２７－３８７－５２３５ 

月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌火曜日） 

小ホール 

上野三碑は、東アジアの古代石碑文化が日本列島に

地域社会に受容されていく過程を鮮やかに伝える歴史

資料であるとともに、7 世紀後半から 8 世紀前半にか

けての東国社会の変化の実態を知ることのできる、第

一級の歴史資料です。本講演では、「東アジアの石碑文

化」「古代東国社会」の二つのキーワードをもとに、上

野三碑の歴史的意義を考えてみたいと思います。 

〔プロフィール〕 

1969年東京都生まれ。国立歴史民俗博物館教授。東京大

学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学。博士

(文学)。山形県立米沢女子短期大学講師、山形大学人文学

部准教授を経て現職。主な著書に、『日本古代の貨幣と社

会』(吉川弘文館、2005年）、『Jr.日本の歴史 2 都と地方

のくらし 奈良時代から平安時代』(共著、小学館、2010

年）、『日本古代の文字と地方社会』（吉川弘文館、2013年）、

『落書きに歴史をよむ』（吉川弘文館、2014年）『古代日本

と朝鮮の石碑文化』（共編、朝倉書店、2018 年）、『天皇は

なぜ紙幣に描かれないのか』(小学館、2018 年）などがあ

る。専門は日本古代史。 

【吉井文化会館のご案内】 

高崎市吉井町吉井２８５－２ 

電話 ０２７－３８７－３２１１ 

月曜日・火曜日休館 


